
⑦⑦  成成果果のの発発信信・・普普及及  

  

１ 地域の科学イベントへの協力 

 毎年開催している小学生向けの実験教室「米子こどもの科学教室」は新型コロナウイルスの影響で昨年に引き続き中止となった。来場者

が1000人を超え好評を博しているイベントであったため，非常に残念であった。代替として小中学生を対象に「小・中学生のための自由研

究講座『研究したい人集まれ！』」，中学生を対象に「楽しむ科学教室」を開催した。「楽しむ科学教室」では生徒自らが内容を企画し，当日

は講師となり中学生への指導にあたった。新型コロナウイルス感染症への感染予防のため，少人数での開始となったが，参加した中学生か

ら事後アンケートの中で「身近に感じるものでも一つ一つがすごく細かくできていてすごくおもしろい。」「他にもいろいろなDNAを見てみ

たいと思いました。」といった声が聞かれた。 

 昨年度より「とっとりバイオフロンティア」との自然科学部や探究活動を通じた相互交流が始まっており，10月24日には「とっとりバ

イオフロンティア開設10周年記念事業記念式典およびシンポジウム」に生徒2名が参加した。自身の夢について研究者や地域有識者の前で

堂々を発表し，その姿が多くのメディアに取り上げられた。 

昨年に引き続き，地域の放送局が主催している発明楽コンテストに本校教員がオブザーバーとして参加し，コンテストの開催にあたって

助言を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1122..1111  楽楽ししくく学学ぶぶ科科学学教教室室  

  

  

  

  

  

  

  

  

楽楽ししくく学学ぶぶ科科学学教教室室  中中学学生生アアンンケケーートト結結果果  

  

  

  

                                                                            1100..2255  日日本本海海新新聞聞  

  

  

 

 

 

  1100..2255  ととっっととりりババイイオオフフロロンンテティィアア開開設設1100周周年年記記念念事事業業  

記記念念式式典典おおよよびびシシンンポポジジウウムム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 3年 12 月 11 日　楽しく学ぶ科学教室 令和 3年 12 月 11 日　楽しく学ぶ科学教室

  令和 3年令和 3年 10 月 25 日10 月 25 日

 とっとりバイオフロンティア開設 10 周年記念事業 とっとりバイオフロンティア開設 10 周年記念事業

記念式典およびシンポジウム記念式典およびシンポジウム

 令和 3年 10 月 25 日　日本海新聞 令和 3年 10 月 25 日　日本海新聞
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２ 校外での成果発表 

 昨年に引き続きは「打って出る」ことをスローガンとし，校外での研究成果発表または校外コンテストに累計で1107人（2022年2月18

日現在）が参加した。 

 

〈参加した外部発表会〉 

「令和2年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会」，「山陰探究サミット」，「全国高等学校総合文化祭自然科学部門」，「日本鳥

学会2021年度大会」，「グローバルサイエンスキャンパス 全国発表会」，「ＭyＰrojectＡｗard 2021」「The 5th KVIS Invitational Science 

Fair」，「令和3年度鳥取県高校生理数課題研究等発表会」，「第69回日本生態学会」「日本野球科学研究会第8回大会」「第41回近畿高等学

校総合文化祭自然科学部門」「豊高アカデミア～探究・課題研究発表会」「プレゼン甲子園 今だからこそ伝えたい！高校野球の可能性」「鳥

取西高等学校ＳＳＨ/ＳＧＨ等研究成果発表会」「電気学会U18 学生研究発表会」，「ジュニア農芸化学会 2022」 

 

〈参加したコンテスト〉 

 「GSC広島グローバルサイエンスキャンパス」，「新日本海新聞・児童・生徒新聞感想文コンクール」，「令和3年度第60回税に関する高校

生の作文」，「第65回日本学生科学賞」，「第11回科学の甲子園」，「第21回日本情報オリンピック」，「化学グランプリ2021」，「第14回日本

地学オリンピック」，「第3回発明楽コンテスト」，「化学グランプリ」，「第17回全国物理コンテスト物理チャレンジ2021」，「日本生物学オ

リンピック2021」，「Design Your Future 2021」，「STI for SDGｓアワード」，「第15回全日本高校生模擬国連大会」，「第9回ジュニア料理

選手権」，「米子市立図書館POPコンテスト2021」，「地方創生☆政策アイデアコンテスト」，「とっとりSDGｓアワード～未来につながる地域

づくり～」，「第20回全国高校生ビジネスアイデア甲子園」，「第5回和歌山県データ利活用コンペティション」，「第14回スイーツ甲子園」，

「第25回図書館を使った調べる学習コンクール」，「オンラインMOGIMOGI」，「第24回日本水大賞（2022日本ストックホルム青少年水大

賞）」，「第19回高校生・高専生化学技術チャレンジ」，「WWL SGH ×探究甲子園2022」，「高校生『ものづくり・ことづくり』プランコンテス

ト2021」，「第16回科学地理オリンピック日本選手権」，「第32回JMO数学オリンピック」，「第3回発明楽コンテスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                       

 

 

 

                                         

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                  1122．．88  日日本本海海新新聞聞                                            1122..1111    ししんんぶぶんん赤赤旗旗  

  

  

  

  

 令和 3年 12 月 8 日　日本海新聞 令和 3年 12 月 8 日　日本海新聞  令和 3年 12 月 11 日　しんぶん赤旗 令和 3年 12 月 11 日　しんぶん赤旗
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                      １１月月1122日日  日日本本海海新新聞聞  

      

 

 

 

 

 

  

 

                                           1111月月2266日日  讀讀賣賣新新聞聞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 １１月月1188日日  朝朝日日新新聞聞  

 

 

 

 令和 4年 1月 12 日　日本海新聞 令和 4年 1月 12 日　日本海新聞

 令和 3年 11 月 26 日　讀賣新聞 令和 3年 11 月 26 日　讀賣新聞

 令和 4年 1月 18 日　朝日新聞 令和 4年 1月 18 日　朝日新聞
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３ 科学を創造する人財育成事業 

ＳＳＨ指定前の平成２２年より実施。今年度で１２回目。山陰両県から多くの高校が参加。本校全教員が実験・運営に協力いただく一

方、本校教員・他校教員の交流・研修の場となっている。 

《これまでの参加校》 

鳥取東高、鳥取西高、鳥取城北高、智頭農林高、倉吉東高、青翔開智高、湯梨浜学園高、日野高、米子西高、松江北高 

松江東高、松江南高、出雲高 

 

４ 研究成果発表会の実施及びオンライン配信 

 一・二年次生全員，三年次生希望者による1年間の「課題探究」における研究成果発表会を２月に実施予定であったが，一般生徒発表・

代表生徒発表オンライン配信は新型コロナウイルス感染症の影響により中止とした。広島大学西堀教授による講演会はYouTubeLiveを使用

しオンラインで開催した。代替として発表要旨集を運営指導委員や他校の教員や関係者に配布予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            22..1177  配配信信風風景景                22..1177  YYoouuTTuubbeeLLiivvee配配信信画画面面 

 

５ 県内高校教員を対象とした教員研修会及び公開授業の実施 

高校教育と大学教育との新しい連携のあり方を模索し，高校と大学とが相互理解を深めていくことをねらいとして明治大学が実施する高

大連携プログラムにより，米子東高等学校において県外から招聘した高い指導力を有するエキスパート教員による公開授業を実施し，実践

展開される授業や合評会をとおして県内外の教員の教科指導力向上を図り，併せて，生徒の学習意欲や知的好奇心の喚起を図る事業を12月

開催に向けて準備をしていたが，新型コロナウイルス感染症の影響により，中止となった。 

 7名の本校所属鳥取県エキスパート教員による研究授業が本校を会場に行われており，積極的な情報発信を行うとともに，実験器具の貸

し出し，生物試料（ゾウリムシなど）の他校への配布・提供なども行っている。 

 

６ ホームページによる活動状況の公開 

 ホームページをとおした事業の公開，報告書の公開を行っている。各事業終了後速やかな公開を目指している。今年度のSSH事業のホー

ムページ上での情報公開は20回を超えた。学校全体のホームページ更新回数は過去３年間，年間100回を超えている。ホームページへのア

クセス数は一日平均約1000回であり，学校満足度アンケートの結果からも着実に活動状況の公開は進んでいると評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学学校校満満足足度度アアンンケケーートト((保保護護者者))結結果果                            年年間間ホホーームムペペーージジ更更新新回回数数  

 

７ 科学・数学に関する図書リストの提供 

 図書館協力のもと，ＳＳＨ指定後に購入した科学・数学に関する書籍をリスト化し，他のＳＳＨ校に提供，共有した。 

 

８ 研究開発実施報告書の県内高等学校への配布 

 研究開発実施報告書を作成印刷し，教育機関，高等学校，大学などに配布し，研究成果の普及に努めた。 
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⑧⑧  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性  

 

（１）各研究開発課題についての課題 

①課題探究基礎 

 aa   教科間連携の際の役割分担の明確化 

探究活動においては，探究の型を「課題探究基礎」で学習し，実際の実験・調査は各協力教科で行っているが，「課題探究基礎」にお  

いて扱う時期と，各協力教科における実験・調査の時期のすり合わせが上手くいかず，9～10月にかけて調査・実験が集中してしま

い，図書館や実験室が確保できなかったり，生徒の負担が過重となったりする事象が見られた。対策として課題探究担当者会に各協力

教科の主任が出席し，調整を図る。また，調査・実験の時期については教育企画部が「課題探究基礎」で学習する段階を踏まえなが

ら，各教科に依頼をするという形を検討していく。このように教科が担当すること，分掌（教育企画部）が担当すること，担当者会で

協議することを明確にしていく。 

 bb 評価の在り方 

   現在，生徒の成績評価においては，毎時間の授業評価と発表を含む提出物評価を主としているが，提出物評価にあまり差が出ず欠席  

数の多さによって評価が左右される事象が起こっている。また年々探究内容は深化しているのに伴い，ルーブリックの内容との乖離が 

見られるようになった。この改善は喫緊の課題である。生徒への評価内容のフィードバックも不十分であり，生徒の相互評価も有効に 

活用できていない。この点を改善することで，探究の技能のみならず，生徒の意欲向上にもつながると考える。 

 cc  テーマ設定 

 一年次の最後に二年次「課題探究応用」におけるテーマ設定を開始していたが，ポスター発表が終わってからテーマ設定までの時間 

が不十分で，ややもすると思い付きのようなテーマに捉われ、二年次のテーマ設定次に自由な発想が広がらないという状況があった。 

次年度からは一年次でのテーマ設定は分野や方向性を考える程度に留まらせ、安易なテーマ設定をさせないようにしたい。 

 ｄｄ 課題探究基礎ノートの在り方 

   三年間を通して使用する「課題探究基礎ノート」を二・三年次生もよく参照しているが，生徒や教員の中から必要な箇所が見つけづ 

らいという声が聞かれた。また，記載順序が「課題探究基礎」で扱う順となっており，実際に研究を行う過程と前後する箇所が確認さ 

れた。次年度に向けては「課題探究基礎ノート」の役割を再検討し，目的を明確化再編集する。 

 

②課題探究応用 

 aa    教員全体の指導力向上 

   この数年，探究のレベルが上がってきたとの声を運営指導委員等から聞かれるが，このことは探究活動を指導する教員の指導力向上 

に負うところが大きい。今後のさらなるレベルアップに向けて，教員全体の指導力向上の仕組みを作りたい。具体的には，テーマ設 

定・生徒のグループ分けの仕方を共有したり，指導者を経験の深浅を考慮し，バランス良く配置することで，教員同士が学びあう仕組 

みづくりを行っていく。 

 bb  探究内容の改善  

   先行研究の調査やレビューの徹底により，根拠ある仮説立案や実験計画へという部分に力を入れる。また，発表スキルのさらなる向 

上，グラフや表の適切な処理，発表資料の効果的作成への指導を強化する。生徒の発表を見られた方から発表内容は良いが，もっと伝 

える努力が必要との声も聞かれた。次年度は場数を踏ませるため，さらに発表体験を増やしていきたい。 

 cc  文系探究における課題 

   文系探究の特徴を明確にするため，データサイエンス，SDGｓの要素を徹底して取り入れたい。特にデータサイエンスに関する講習を

必須とするなど，文系生徒に科学的手法を定着させ，研究の幅を広げていきたい。 

③課題探究発展 

aa    目標の明確化  

   二年次で探究は終わったと感じている生徒がいる。目標（何を身につけさせたいか）を今一度明確にし，取組を改善する必要があ

る。 

 bb 英語力向上の取組 

生徒意識調査結果より，国際性に関する能力の伸び悩みが、見られる。英語論文作成や発表資料作成がより生徒にとって有意義とな 

るよう指導方法改善する。ポイント指導や添削後のフィードバックなど力を入れる。 

 cc 地域に向けた発表会の創設 

   各事業ごとの事後アンケート結果や生徒意識調査結果より，学んだことを地域や社会の発展に活かす意識が低いとのデータがある。  

またジェネリックスキル測定テスト結果より，コンピテンシー，特に感情制御力や自信総出力の向上に課題があることがわかった。（❹ 

関係資料２ジェネリックスキル測定テスト結果より）社会や地域貢献の意識を高めるため，また発表を通して自己有用感を向上させる 

ことを目的として，地域に向けた発表機会を設ける。 

 

④科学創造と土曜活用事業 

  科学を創造する人財育成事業、土曜活用事業の参加者が頭打ちとなっている。さらに参加者の裾野を拡大するため，各取組では，フィ

ールドワークの良さを活かすなど目的を明確にして内容を改善する。 
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⑤言語技術教育 

 生徒自己評価表や生徒作成論文から，言語技術の必要性や論文への応用に不十分な点が見られた。言語技術教育で学んだことを探究活  

動に活かす指導を徹底していく。 

 

⑥海外研修 

 国際性の向上に関する課題は数年来の課題である。三年次生「課題探究発展」で英語を用い口頭発表を拡充し，フィードバックにより  

英語発表力の向上を図っていく。海外研修については，現地に赴いて行う形式を引き続き計画する一方，オンライン交流を取り入れてよ 

り多くの生徒に入出力の機会を与えることを検討する。もちろん前者の効果が大きく優先だが，後者も生徒が質疑応答する場を設けるな 

どして相互交流の形を推進する。また，二年次生「課題探究応用」テーマ策定の際にＳＤＧｓなど国際問題を意識させることで国際感覚 

の醸成に資する工夫を作る。同じく地域の諸課題について意識させることで地元に目を向けさせる。 

 

⑦自然科学部養成 

自然科学部養成については，部員・発表数・研究内容ともに順調に推移していると判断している。今後は現体制の強化，外部連携の効 

果的活用に力を入れ、主体性をもって発展的問題を探究する意欲を持った生徒育成をするため活動の幅と深さを向上させる。 

 

⑧ScienceChallenge 

 生徒が自主的に多種多様な発表の場を選択し,「打って出ている」ことが本校の強みである。今後も引き続き，生徒に見通しと計画性を  

持って挑戦させるようにする。 

 

（２）課題を踏まえた今後の取組の概要 

以上の課題を踏まえた今後の取組の概要は以下の通りである。 

・各研究開発単位の目的を再度整理し明確にする 

  科学的探究心，情報発信力，実践力が意味する資質を再確認し，研究開発単位と育てる資質の関係をはっきりさせる。 

・海外研修事業は実地研修とオンライン研修を含めて拡充して実施する。 

・Science Challengeは生徒の挑戦支援及び文理幅広い挑戦を促進する。 

・学校設定科目「課題探究基礎・応用・発展」の改善 

  反省をもとに，目的意識のよりはっきりした学習活動とする。基礎は「動機付け（マインドセット）」と「プロセスの学 

習」。応用は「基礎を元に探究を実践」して「試行錯誤やチャレンジ」。発展は「アウトプット」して，「英語活用や地域との対話」。これ

らの内容を３年間の探究活動の繰り返し（スパイラル）により身に付ける。 

・自然科学部養成に加えて生命科学コースを養成する仕組みを強化し多様な指導を行う。 

自然科学部養成に加えて，生命科学コースの育成を強化し，普通コース，生命科学コース，自然科学部と段階的に探究活動を支援し，

生徒個々の多様な学習ニーズに対応するとともに，トップサイエンティスト育成を可能とする体制を作る。 

 

本年を持ってSSH指定第Ⅰ期目の研究開発は終了するが、運営指導委員からも「この５年の研究開発への取組により、新しいことや学校

から飛び出し挑戦することが新たに本校の校風に加わった。」という評価をいただいた。今後もさらなる改善を行い、全生徒にとって有益な

カリキュラムの開発に取組みたい。                                各各種種イイベベンントトアアンンケケーートト結結果果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

74



平成 29 年度指定スーパーサイエンスハイスクール
研究開発実施報告書・第５年次

　　　　　　　発　行　令和４年３月
　　　　　　　発行者　鳥取県立米子東高等学校
　　　　　　　　　　　校長　田辺　洋範
　　　　　　　住　所　683-0051
　　　　　　　　　　　鳥取県米子市勝田町１番地
　　　　　　　電　話　（0859）22-2178
　　　　　　　ＦＡＸ　（0859）22-2170




	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



